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④背に糸をからめて引き締める。
l lU■■ 11 H Ip 1
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⑯側面から見た仕上がﾄノ
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1
蝉
‐
耐
竜
１
割
認
⑤地から3分の1あたりを辰から
表へ針を通す。
版太の背の綴じ方 」
、
｜
ノ
／
図3 袋綴の綴じ順
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架蔵本『うつほ物語俊蔭巻』の修繕
当
該
本
は
、
二
節
の
②
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
原
表
紙
と
原
後
表
紙
を
綴
じ
て
い
る
の
と
は
別
の
紙
緩
で
本
文
料
紙
が
綴
じ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
本
文
料
紙
の
最
初
と
最
後
の
丁
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ド
に
別
紙
の
痕
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
天
側
に
鉛
筆
書
き
、
地
側
に
「
西
邨
」
印
が
あ
っ
た
。
天
側
の
鉛
筆
書
き
は
、
文
化
三
年
補
刻
本
『
う
つ
ほ
物
語
』
三
十
冊
版
本
の
題
叢
の
文
字
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
本
に
は
、
文
化
三
年
補
刻
本
『
う
つ
ほ
物
語
一
三
十
冊
版
本
に
付
け
ら
れ
て
い
る
題
菱
を
忠
実
に
模
写
し
た
題
菱
が
付
い
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
和
紙
に
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
、
版
本
と
同
様
に
左
肩
に
貼
り
付
け
、
完
成
さ
せ
た
。
画
一
四
一
修
繕
後
の
当
該
本
写･ 望配 紬坐蝉
齢 ｴ』 、』
望
基
凸
三
．
考
察
1
こ
に
、
版
本
の
忠
実
な
写
し
で
あ
る
こ
と
を
示
す
メ
モ
が
天
側
に
鉛
筆
書
き
で
書
か
れ
、
ま
た
所
有
者
を
示
す
「
西
邨
」
印
が
地
側
に
押
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
に
、
酸
性
紙
の
表
紙
と
後
表
紙
を
糊
で
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
酸
性
紙
で
あ
る
た
め
に
、
後
に
劣
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
こ
れ
が
剥
が
さ
れ
、
代
わ
り
に
、
原
表
紙
／
原
後
表
紙
を
つ
け
る
た
め
に
、
本
文
料
紙
に
新
た
に
穴
を
空
け
、
反
故
紙
で
作
っ
た
紙
綾
で
綴
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
料
紙
の
紙
嵯
が
下
綴
の
た
め
の
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
文
料
紙
に
残
る
酸
性
紙
の
痕
跡
か
ら
、
こ
の
可
能
性
は
な
い
と
判
断
で
き
る
。
和
本
の
修
繕
の
た
め
に
本
を
解
体
し
た
結
果
、
予
想
外
に
当
該
本
の
経
緯
を
辿
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
修
繕
は
あ
く
ま
で
、
原
表
紙
／
原
後
表
紙
が
酸
性
紙
で
あ
る
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
お
り
、
積
極
的
に
和
本
を
解
体
す
る
こ
と
を
奨
励
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
地
側
の
「
西
邨
」
印
は
、
別
紙
よ
り
も
下
に
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
【
図
一
○
一
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
、
原
表
紙
は
酸
性
紙
で
あ
る
た
め
、
か
な
り
劣
化
が
進
ん
で
い
た
が
、
本
文
料
紙
に
残
る
別
紙
も
こ
れ
と
よ
く
似
た
質
感
，
色
の
紙
で
あ
っ
た
。
圧汪汪
5 4 3
圧7王
2 1
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
該
本
の
本
文
料
紙
は
、
ま
ず
紙
嵯
で
綴
じ
ら
れ
、
そ
全
三
○
冊
。
延
宝
五
年
開
板
本
と
文
化
三
年
補
刻
本
が
あ
る
。
武
藤
那
慨
子
「
補
迩
ｌ
近
仙
・
近
代
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
研
究
」
『
う
つ
ほ
物
語
論
ｌ
物
語
文
学
と
「
書
く
こ
と
」
』
笠
間
諜
院
、
二
○
一
七
年
中
村
忠
行
「
書
か
で
も
の
記
」
『
山
辺
道
」
二
十
号
、
一
九
七
六
年
三
月
西
村
宋
一
・
笹
淵
友
一
「
校
本
う
つ
ほ
物
語
（
俊
蔭
巻
こ
與
文
社
、
一
九
四
○
年
根
岸
茂
夫
（
監
修
）
「
江
戸
版
本
解
読
大
字
典
」
柏
書
房
、
二
○
○
○
年
注
し
し
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